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「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」「
こ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
み
た
ら
？
」
な
ど
、
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
、
気
軽
に
市

長
と
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
所
や
ス
タ
イ
ル
は
自

由
。
皆
様
の
活
動
の
場
へ
市
長
を
誘
っ
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
市
長
室
へ
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
へ
の
皆
様

の
『
声
』
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対　
　

象
】

　

 　

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
生
（
小
学
生
以

上
）・
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
市
内
在
住

者
で
構
成
、
又
は
市
内
に
活
動
の
拠
点
を

置
く
団
体
・
グ
ル
ー
プ

【
開
催
日
・
開
催
場
所
】

　

・ 

参
加
団
体
と
協
議
の
う
え
決
定
し
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

・ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
は
１
時
間
程
度

と
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

 　

話
し
合
い
た
い
テ
ー
マ
（
環
境
・
福
祉
・

教
育
な
ど
）
を
決
め
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※ 

申
込
書
に
つ
い
て
は
、
潮
来
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
広
報
・

広
聴
）
の
ペ
ー
ジ
内
の
広
聴
事
業
「
市

長
と
ど
こ
で
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
申
込

書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
・
申　

秘
書
課　

秘
書
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線
２
０
５

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税
の

申
告
に
お
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
２
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で

す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子

様
な
ど
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
も
、
併
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
11
　

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う

と
き
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
２
年
10
月
１
日
〜

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問　

水
戸
南
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
２
９ 

― 

２
２
７ 
― 
３
２
５
１

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
に
国
連
総
会
で
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
毎
年
12
月

10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
12

月
４
日
〜
10
日
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の

人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
人
権
週
間
に
あ
た

り
、
人
権
は
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、
互
い
に
相
手
の
立
場
を

尊
重
し
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問　

水
戸
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
２
９ 

― 

２
２
７ 

― 

９
９
１
９

　

特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
が
毎
月
の
給
与
を
従

業
員
に
支
払
う
際
に
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、

市
町
村
に
納
め
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
上
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る

事
業
主
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
全
て
の
従
業
員

か
ら
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
及
び
県
内
全
市
町
村
で
は
、
納
税
者
間

の
公
平
性
の
確
保
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
の

観
点
か
ら
、
特
別
徴
収
の
実
施
を
徹
底
す
る
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
及
び
従
業
員
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
期
の
特
例
を
申
請
さ
れ
た
事
業
主
の
方

　

 

令
和
２
年
度
の
前
期
の
納
期
限
が
12
月
10
日
で

す
の
で
、
銀
行
・
郵
便
局
等
の
金
融
機
関
で
忘

れ
ず
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※ 

源
泉
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
期

の
特
例
に
お
け
る
納
期
限
（
７
月
10
日
、
翌

年
１
月
20
日
）
と
個
人
住
民
税
に
お
け
る
納

期
の
特
例
で
は
、
納
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課　

税
務
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線
１
３
２
〜
１
３
４

　

誰
も
が
突
然
、
事
件
や
事
故
等
に
あ
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
際
は
、
相
談
窓

口
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
あ
た
た
か
な
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

茨
城
県
行
方
警
察
署

　
　

☎
７
２ 

― 

０
１
１
０

　
　

茨
城
県
警
察　

性
犯
罪
被
害
相
談

　
　

「
勇
気
の
電
話
」
☎
♯
８
１
０
３ 

又
は

　
　

☎
０
２
９ 
― 
３
０
１ 

― 

０
２
７
８

行行  

政政  

情情  

報報

市
長
と
ど
こ
で
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜
市
長
と
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
〜

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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茨
城
県
の
最
低
賃
金
は
、
令
和
２
年
10
月
１
日

（
木
）
よ
り
、「
時
間
額
８
５
１
円
」
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
（
２
円
引
上
げ
）。

　

年
齢
や
パ
ー
ト
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇

用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
茨
城
労
働
局
賃

金
室
、
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

茨
城
労
働
局　

賃
金
室

　
　

☎
０
２
９ 

― 

２
２
４ 

― 

６
２
１
６

　

10
月
25
日
よ
り
国
内
線
運
航
ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
神
戸
便
・
札
幌
便
が
１
日
２
往
復
、福

岡
便
・
那
覇
便
が
１
日
１
往
復
す
る
ほ
か
、新
た
に

宮
古（
下
地
島
）へ
の
乗
継
便
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
空
港
で
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
検
温
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
航
空
機
内
の
空
気
は
常
に
機
外

か
ら
新
し
い
空
気
を
取
り
入
れ
、
約
３
分
で
全
て

入
れ
替
わ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
新
の
運
航
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
茨
城
空
港

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

茨
城
県
空
港
対
策
課

　
　

☎
０
２
９ 

― 

３
０
１ 

― 

２
７
６
１

　

今
年
度
の
学
校
公
開
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、茨
城
県
立
鹿
島
特
別
支
援
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

【
内　
　

容
】

　

・
作
品
の
作
成
工
程
の
写
真
を
動
画
で
紹
介

　

・ 
国
語
や
算
数
、
数
学
等
の
教
材
教
具
を
写
真

で
紹
介

　

・
各
部
の
取
り
組
み
の
写
真
を
紹
介　

な
ど

問　

茨
城
県
立
鹿
島
特
別
支
援
学
校

　
　

☎
８
２ 

― 

７
７
０
０

　

能
の
演
舞
を
は
じ
め
、
地
域
の
文
化
芸
能
を
実

施
し
、
本
殿
か
ら
奥
宮
ま
で
の
参
道
３
０
０
ｍ
を

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
で
演
出
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
、
ネ
ッ
ト
配
信
も
実
施
し
ま

す
。 

【
期　
　

日
】

　

○
12
月
４
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

午
後
6
時
40
分
〜
10
時
30
分

　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
午
後
６
時
40
分
〜

　

○
12
月
５
日
（
土
）

　
　

正
午
〜
午
後
10
時

　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
午
後
６
時
10
分
〜

【
会　
　

場
】
鹿
嶋
市 

鹿
島
神
宮

　
　
　
　
　
　

完
全
予
約
制

問
・
申　

ま
ち
づ
く
り
鹿
嶋
株
式
会
社

　
　
　
　

☎
７
７ 

― 

８
８
４
０

　

放
送
大
学
で
は
、
令
和
３
年
４
月
の
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い

世
代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で

な
く
、
学
生
は
、
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好

き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
出
願
期
間
】

　

第
１
回
：
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で

　

第
２
回
：
令
和
３
年
３
月
16
日
ま
で

問
・
申　

放
送
大
学　

茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
２
９ 

― 

２
２
８ 

― 

０
６
８
３

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
、
悩
み
を
も
っ
た
女
性
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
期　
　

日
】

 

11
月
12
日
（
木
）
〜
18
日
（
水
）

　
　

平
日
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
　

土
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
相 

談 

先
】

　

☎
０
５
７
０ 

― 

０
７
０ 

― 

８
１
０

【
相 

談 

員
】

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問　

水
戸
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
２
９ 

― 

２
２
７ 

― 

９
９
１
９

　

税
務
署
窓
口
で
の
ご
相
談
は
、
窓
口
の
３
密
を

避
け
る
た
め
、
原
則
と
し
て
事
前
予
約
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、
自
動

音
声
案
内
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
内
容

に
応
じ
て
、
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
税
務

署
へ
お
越
し
い
た
だ
き
申
告
・
相
談
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）。
国
税
に
関

す
る
質
問
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
タ
ッ
ク

ス
ア
ン
サ
ー
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
番
号
及
び
相
談
内
容
】

　

１
番
：
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問

　

２
番
：
事
前
予
約

　

３
番
： 

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
ご

相
談
・
ご
質
問

　

４
番
： 

国
税
の
納
付
が
困
難
な
方
、
猶
予
制
度

に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問

問　

潮
来
税
務
署　

☎
６
６ 

― 

６
９
３
１

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

鹿
島
神
宮
創
祀
２
６
８
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
日
本
博
ｉｎ
鹿
嶋
」開
催
の
お
知
ら
せ

潮
来
税
務
署
よ
り

 

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は

 

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
！

茨
城
労
働
局
よ
り

　

茨
城
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

茨
城
県
立
鹿
島
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開
に
つ
い
て

放
送
大
学 
入
学
生
募
集

茨
城
空
港
か
ら
の
お
知
ら
せ


